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四万十川の

水質状況町のうごき

（11月30日）　 人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

（11月中の届出）

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

に

　 

い 

　だ

と
は
「
柿
木
山
村
」
と
い
っ
た
。

正
確
に
い
え
ば
旧
柿
木
山
村
の

一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。現
在
の

「
仁
井
田
」と「
本
田（
ほ
ん
で
ん
）」を

併
せ
た
地
域
が
柿
の
木
山
村
で
あ
っ

た
。そ
の
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る

が
、
現
在
の
仁
井
田
は
新
田
開
発（
江

戸
初
期
）
を
し
た
地
域
で
あ
る
。

1
8
1
5
年
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
（
＝
あ

る
地
域
に
つ
い
て
自
然
・
人
文
両
方
面
か

ら
研
究
・
記
述
し
た
書
物
。郷
土
誌
な
ど

の
類
：
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
よ
り
）
で
あ
る

「
南
路
志
」
に
よ
れ
ば
「
柿
木
村
」
と
あ
り
、

ま
た
、
戦
国
期
の
地
検
帳
で
は
「
柿
山
村
」

と
も「
柿
木
山
村
」と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
高
知
道
・
四
万
十
町
中
央
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
平
串
か
ら
国
道
56
号

（
中
村
街
道
）
を
久
礼
方
面
へ
。東
又
方
面

へ
行
く
県
道
52
号
と
の
三
叉
路
を
過
ぎ
る

と
間
も
な
く
右
手
に
洋
菓
子
店
が
あ
り
、

こ
の
辺
り
か
ら
が
仁
井
田
と
い
う
こ
と
に

な
る
。北
は
汢
ノ
川
ま
で
で
あ
る
。こ
の
洋

菓
子
店
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
国
道
と
別
れ

て
斜
め
に
入
っ
て
い
く
道
が
あ
る
。こ
の

道
が
旧
中
村
街
道
で
、
5
0
0
m
く
ら
い

で
は
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
そ
の
昔
は
栄
え

た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
趣
が
あ
る
。

　
戦
前
、
こ
の
旧
街
道
に
豪
商
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。そ
の
豪
商
は
、
も
と
は
東
川
角
で

酒
造
業
を
始
め
、
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
仁

井
田
に
移
り
、そ
の
後
は
醤
油
作
り
、肥
料

の
販
売
、
さ
ら
に
は
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
や
運

送
業
ま
で
手
を
広
げ
て
い
た
。し
か
し
、
戦

争
が
激
化
す
る
頃
に
な
る
と
国
家
統
制
が

厳
し
く
な
り
、あ
ら
ゆ
る
物
品
の
生
産
、流

通
が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、事
業
は
縮
小
・

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の

だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
幕
末
の
時
代
に
は
勤
王
の
志
士

を
目
指
し
た
者
も
い
た
。東
又
・
弘
見
地

区
で
登
場
し
た「
与
津
時
屋
清
次
」で
あ
る
。

1
8
3
2
年
、
与
津
地
に
生
ま
れ
た
清
次

は
、
幼
少
の
頃
に
父
親
と
と
も
に
柿
の
木

山
村
に
移
り
住
み
、
こ
こ
で
魚
の
行
商
を

し
て
暮
ら
し
て
い
た
。1
8
5
3
年
、
清
次

が
20
歳
の
時
に
浦
賀
沖
に
ペ
リ
ー
が
来
て
、

世
の
中
は
大
騒
ぎ
に
な
る
。清
次
は
相
撲

が
め
っ
ぽ
う
強
く
、
近
隣
に
敵
な
し
と
言

わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
弘
見
村
の

道
場
に
通
い
、
剣
術
の
修
行
も
積
む
よ
う

に
な
る
。勤
王
の
志
士
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
。そ
の
後
の
清
次
の
運
命
は
、
弘
見
村

の
紹
介
の
回
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、柿
の
木
山
村
は
明
治
９
年
、汢
ノ

川
村
・
神
有
村
・
小
神
有
村
・
浜
ノ
川
村

と
合
併
し
て
仁
井
田
村
と
な
っ
た
。現
在
、

仁
井
田
に
は
1
1
6
世
帯
、
お
よ
そ

2
5
0
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
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12月12日
8,420
9,417
17,837
8,634

窪川地域 12,510人 大正地域 2,558人 十和地域 2,769人

0.103
0.21
0.231
0.75
5.362
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井
田
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未入稿

ハイヤー事業の写真が残っている


